
個人・団体からの来信 ［９/12(火)～17(日)］ 2023年９月24日
敬和学園大学より「2023年度オープンカレッジ」案内［10月24日(火)、11月7日(火)］／

2023年９月24日 第一礼拝（午前8:00～） 第二礼拝（午前10:30～） シオンが丘リスト教会より電話番号変更のお知らせ

諸 集 会 の 報 告

［９/13(水)～18(月･祝)］ ９/17(日) 教会学校
幼児男子１ 小学男子1 成人男性1
幼児女子1 小学女子3 成人女性－

９/13(水)
新潟山形僚祷会

男２ 女３ ９/17(日)各礼拝参加者数
９/14(木) 男２ 女５ 第 一 礼 拝 男３ 女６
９/１(金) ※月に一回、読書会を開催 第 二 礼 拝 男８ 女12 男児２ 女児４
９/15(金) しゃべり場タビタ 男－ 女２ 男性合計10(＋CD聴取者1）女性合計17(＋視聴1）
９/16(土) こ こ ろ テ ラ ス 男－ 女５ ※月に一回、書道教室を開催
８/19(土)
９/20(水)、21(木)に会堂建設祈祷会、９/22(金)にしゃべり場タビタを予定。

諸 集 会 の ご 案 内

書 道 教 室 ※月に一回、書道教室を開催。次回は10/2(月)の指導：藤田 美保姉

バルナバ祈祷会
９/27(水)午後7:30 ときわ会堂
９/28(木)午前10:00

読 書 会 ※月に一回読書会を開催。次回は10/6(金) 窓 口：猪爪 和美姉
しゃべり場タビタ ９/29(金)午後1:30 小山 千春姉宅 問合先：小山 千春姉
こ こ ろ テ ラ ス ※月に一回、こころテラスを開催
10/１(日）聖霊降臨節第19週
第一礼拝 司 会：近 伸之牧師 音 響：近 ゆかり姉 聖餐奉仕：近 伸之牧師
午前8：00～ 集 会：小山 千春姉 （補 佐：小山千春姉他) 献金奉仕：沼田佐代子姉

第一礼拝
司 会：近 伸之牧師 音 響：近 ゆかり姉 聖餐奉仕：近 伸之牧師 教会学校 「故郷ナザレで」 『ルカの福音書』４章16-30節
集 会：小山 千春姉 （補 佐：小山千春姉他) 献金奉仕：沼田佐代子姉 午前9：30～ 担 当：片山 初子姉

教会学校
「イサクの結婚」 『創世記』24章 第二礼拝 司 会：近 伸之牧師 音 響：近 ゆかり姉 聖餐奉仕：担当役員
担 当：佐藤 繁実兄 午前10：30～ 集 会：長谷川睦子姉 （補 佐：山崎 敬典兄) 献金奉仕：片山初子姉

掃除当番 9/3［麻美姉］ 9/10［敬子姉］ 9/17［猪爪姉］ 9/24［長谷川姉］ 10/1［渡邉姉］ 主日の予定 定例役員会 午後1:30～ ときわ会堂

第二礼拝
司 会：近 伸之牧師 音 響：近 ゆかり姉 聖餐奉仕：担当役員
集 会：長谷川睦子姉 （補 佐：山崎 敬典兄) 献金奉仕：片山 健司兄

一年間で聖書通読

９/２５ （月） モーセの律法 『レビ記』２２～２４章
９/２６ （火） 歴 史 書 『列王記 第二』２１～２５章

31 ９/２７ （水） 詩 篇 『詩 篇』９０～９２篇
／ ９/２８ （木） 知恵文学 『箴 言』１４～１５章
52 ９/２９ （金） 預 言 書 『エゼキエル書』４３～４８章

９/３０ （土） 福 音 書 『ヨハネの福音書』１～２章
１０/ １ （日） 手 紙 『テサロニケ人への手紙 第一』４～５章

報 告

１．礼拝の感謝

主日礼拝の恵みを感謝いたします。みことばに応答しつつ、新たな一週間を歩みましょう。

２．ライフセンター・文書伝道のため

ライフセンター新潟書店から、支援委員会10月定例会の案内が届いています。10月10日（火）午後7時

から新潟福音教会にて、Zoom対面併用で開催されます。審議事項として、書店からの報告と今後の見込

み、計画、支援委員会からの報告や検討課題などが予定されています。委員でない牧師および教会員の

方も歓迎ということです。参加希望の方は、9月30日（土）をめどに近牧師までお申し込みください。

今週の暗唱聖句

もし私たちが自分の罪を告白するなら、神は真実で正しい方ですから、その罪を赦し、私たちをす
わたし じ ぶん つみ こ く は く かみ しんじつ ただ かた つみ ゆる

べての不義からきよめてくださいます。
ふ ぎ

（『ヨハネの手紙 第一』1章９節）
て がみ だいいち しよう せつ

前 奏 （新聖歌４１）

‥‥‥‥‥‥‥‥招きのことば 『ヨハネの手紙 第一』１章５－１０節 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥開 会 の 賛 美 新聖歌９「力の主を」 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥信 仰 告 白 （使徒信条） 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥代 表 祈 祷 一 同

聖 書 朗 読 『創世記』２０章１－１８節（旧約pp.30～32） 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥黙 想 （３分間の換気を行います） 一 同

‥‥‥説 教 「それでも私たちは神の子ども」 近 伸之牧師
わたし か み こ

‥‥‥‥‥‥‥‥応 答 の 賛 美 新聖歌２５１「主イエスの御側に」 一 同
み そば

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感 謝 の 献 金 （新聖歌５８） 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感 謝 祈 祷 片山 健司兄

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥諸 報 告 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥※頌 栄 の 賛 美 新聖歌２０８「イエスは愛で満たす」 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※祝 福 の 祈 り 近 伸之牧師

※後 奏 （新聖歌５９－４）

（※印は、からだの不自由な方以外はご起立をお願いします）

（演奏機の曲は、楽譜と違う表現で流れる事があります）

聖霊降臨節第18週 主日礼拝
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(通巻2647号)1アブラハムは、そこからネゲブの地方へ移り、カデシュとシュルの間に住んだ。ゲラルに

ち ほう うつ あいだ す

寄留していたとき、2アブラハムは、自分の妻サラのことを「これは私の妹です」と言ったの
き りゅう じ ぶん つま わたし いもうと い

で、ゲラルの王アビメレクは、人を遣わしてサラを召し入れた。3その夜、神が夢の中でアビメ
おう ひと つか め い よる かみ ゆめ なか

レクのところに来て、こう仰せられた。「見よ。あなたは、自分が召し入れた女のために死ぬ
き おお み じ ぶん め い おんな し

ことになる。あの女は夫のある身だ。」4アビメレクは、まだ彼女に近づいていなかった。そこ
おんな おっと み かのじ ょ ちか

で彼は言った。「主よ、あなたは正しい国民さえも殺されるのですか。5彼が私に『これは私
かれ い し ゅ ただ く にたみ ころ かれ わたし わたし

の 妹です』と言ったのではありませんか。彼女自身も『これは私の兄です』と言いました。
いもうと い かのじ ょ じ しん わたし あに い

私は、全き心と汚れのない手で、このことをしたのです。」6神は夢の中で彼に仰せられた。
わたし まった こころ けが て かみ ゆめ なか かれ おお

「そのとおりだ。あなたが全き心でこのことをしたのを、わたし自身もよく知っている。それで
まった こころ じ しん し

わたしも、あなたがわたしの前に罪ある者とならないようにした。だからわたしは、あなたが
まえ つみ もの

彼女に触れることを許さなかったのだ。7今、あの人の妻をあの人に返しなさい。あの人は預
かのじ ょ ふ ゆる いま ひと つま ひと かえ ひと よ

言者で、あなたのために祈ってくれるだろう。そして、いのちを得なさい。しかし、返さなけれ
げんし ゃ いの え かえ

ば、あなたも、あなたに属するすべての者も、必ず死ぬことを承知していなさい。」
ぞ く もの かなら し しょう ち

8翌朝早く、アビメレクは彼のしもべをみな呼び寄せ、これらのことをすべて語り聞かせた
よ く あさはや かれ よ よ かた き

ので、人々は非常に恐れた。9アビメレクはアブラハムを呼び寄せて言った。「あなたは何とい
ひとびと ひ じょう おそ よ よ い なん

うことを私たちにしたのか。私がいったい、罪となるどんなことをあなたにしたというのか。
わたし わたし つみ

あなたが、私と私の王国に大きな罪をもたらそうとするとは。あなたは、してはならないこと
わたし わたし おう こ く おお つみ

を私にしたのだ。」10また、アビメレクはアブラハムに言った。「あなたはなぜ、こんなことをし
わたし い

たのか。」11アブラハムは答えた。「この地方には、神を恐れることが全くないので、人々が
こた ち ほう かみ おそ まった ひとびと

私の妻のゆえに私を殺すと思ったのです。12また、本当に、あれは私の妹 、私の父の娘
わたし つま わたし ころ おも ほんと う わたし いもうと わたし ちち むすめ

です。でも、私の母の娘ではありません。それが私の妻になったのです。13神が私を父の
わたし はは むすめ わたし つま かみ わたし ちち

家から、さすらいの旅に出されたとき、私は彼女に、『このようにして、あなたの真実の愛を
いえ たび だ わたし かのじ ょ しんじつ あい

私に尽くしてほしい。私たちが行くどこででも、私のことを、この人は私の兄です、と言って
わたし つ わたし い わたし ひと わたし あに い

ほしい』と言ったのです。」
い

14アビメレクは、羊の群れと牛の群れと、男女の奴隷たちを連れて来て、アブラハムに与
ひつじ む う し む だんじ ょ ど れい つ き あた

え、またアブラハムの妻サラを彼に返した。15アビメレクは言った。「見なさい。私の領地があ
つま かれ かえ い み わたし りょう ち

なたの前に広がっている。あなたの良いと思うところに住みなさい。」16サラに対しては、こう
まえ ひろ よ おも す たい

言った。「ここに、銀千枚をあなたの兄に与える。これはあなたにとって、また一緒にいるすべ
い ぎんせんまい あに あた いっ し ょ

ての人にとって、あなたを守るものとなるだろう。これであなたは、すべての人の前で正しい
ひと まも ひと まえ ただ

とされるだろう。」17そこで、アブラハムは神に祈った。神は、アビメレクとその妻、また女奴
かみ いの かみ つま おんな ど

隷たちを癒やされたので、彼らは再び子を産むようになった。18【主】が、アブラハムの妻サ
れい い かれ ふたた こ う し ゅ つま

ラのことで、アビメレクの家のすべての胎を堅く閉じておられたのである。
いえ たい かた と

『創世記』20章1～18節（旧約聖書30㌻－32㌻）

教会目標 向こう岸へ渡ろう
さてその日、夕方になって、イエスは弟子たちに

ひ ゆ うがた で し

「向こう岸へ渡ろう」と言われた。 （『マルコの福音書』４章35節）
む ぎ し わた い ふ く いん し ょ しょう せつ

毎週土曜日 朝５：００～５：３０ ＢＳＮテレビにて放送中
☆24時間テレホンサービス『でんわ世の光』 025（272）3592

9/３0（土）「ティーズハレルヤ～若き農家の挑戦～前編」渥美良太さん
お話：原田憲夫牧師

静岡県浜松市の山間、天竜区春野町はお茶の有機栽培で有名な地域です。ティーズ
ハレルヤの渥美良太さんは、春野町で一番若いお茶の生産者。そんな渥美さんに、国
内外で定評のある春野茶について、そして渥美さんご自身のこれまでの歩みについて
お話を伺います。

教会目的宣言文
１.主なる神に礼拝をささげ、救われた恵みを喜び、主の御言葉に従います

し ゅ かみ れいはい す く め ぐ よろこ し ゅ み こ と ば したが

２.キリストが私たちを愛して下さったように、私たちも互いに愛し合い、
わたし あい く だ わたし たが あい あ

街のあらゆる世代の人々に寄り添います
ま ち せ だい ひとびと よ そ

３.信徒一人ひとりが神から委ねられた使命に生き、救い主イエスを宣べ伝えます
しん と ひと り かみ ゆだ し めい い す く ぬし の つた

日本同盟基督教団 新潟山形宣教区

豊栄キリスト教会 （牧師 近 伸之）
とよ さか ちか のぶ ゆき

ときわ会堂 950-3321 新潟市北区葛塚3228-3

かやま会堂 950-3322 新潟市北区嘉山3-11-15

TEL：025-387-4934 FAX：025-250-0155

電子メール info@toyosakakyokai.net

ライブ中継 http://www.toyosakakyokai.sblo.jp

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・
われ てん ち つく ぬし ぜんのう ちち かみ しん われ ひと ご われ しゅ

キリストを信ず。主は聖霊によりてやどり、処女マリヤより生まれ、ポンテオ・ピラト
しん しゅ せいれい お と め う

のもとに苦しみを受け、十字架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり、三日目
くる う じゅう じ か し ほうむ よ み みっ か め

に死人のうちよりよみがえり、天に昇り、全能の父なる神の右に座したまえり。かし
し にん てん のぼ ぜんのう ちち かみ みぎ ざ

こより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖霊を信ず。聖なる
き い もの し もの さば われ せいれい しん せい

公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦し、身体のよみがえり、永遠の命を信ず。
こうどう きょうかい せい と まじ つみ ゆる か ら だ とこしえ いのち しん

アーメン

『使徒信条』（新聖歌p.826）


